
 

 
作成日 ２０２３年３月２７日 

最終更新日 ２０２６年１月１１日 

 

「情報公開文書」（Webページ掲載用） 

                  

受付番号： 5122 

課題名：健康管理指標の開発のための研究 

 

１． 研究の対象 

J-MICC研究ー大幸研究 

(１) 2008 年 5 月 30 日～2010 年 5 月 31 日までの間に、名古屋大学医学部保健学科（旧大幸

医療センター）で本研究のベースライン調査（第 1 回調査）に参加された方 

(２) 2013 年 12 月 12 日～2014 年 12 月 20 日までの間に、名古屋大学医学部保健学科（旧大

幸医療センター）で本研究の第二次調査に参加された方（上記対象者（１）の一部） 

(３) 2014 年 12 月 5 日～2016 年 4 月 13 日までの間に、本研究の郵送調査による第二次調査

に参加された方（上記対象者（１）の一部） 

J-MICC研究ー静岡地区 

(１) 2006年 1月 30日〜2007年 12月 27日までの間に、聖隷予防検診センターの人間ドック

を受診され、本研究のベースライン調査（第１回調査）に参加された方 

(２) 2012年 1月 10日〜2012年 12月 27日までの間に、聖隷予防検診センターの人間ドック

を受診され、本研究の第二次調査に参加された方（上記対象者（１）の一部） 

(３) 2012 年 7月 30日～2013年 11月 12日までの間に、本研究の郵送調査による第二次調

査に参加された方（上記対象者（１）の一部） 

 

２． 研究期間 

平成 23年（2011年）9月～令和 13年（2031年）3月 31日 

 

３． 試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 

当院で試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の通

りです。 

利用開始予定日：2026年 2月 1日 

提供開始予定日：2026年 2月 1日 

 

４． 研究目的 

本プロジェクトでは、健康診断におけるよりよい健康管理指標の開発を目的として多施設共同

研究で解析を行っています。また、健康診断などの受検者などの正常者の解析結果と、病気を

もつ症例の解析結果を比較検討することにより、病気の予防や早期治療にも役立つような、健康

診断時の健康管理指標の開発を目指しています。 

 

５． 研究方法 

血液などの検体に含まれる DNA や RNA という物質を取り出し、遺伝子の構造を解析します。

調べる対象は、現在明らかになっている痛風の主要な病因遺伝子を含め、関係する可能性のあ



 

 
る数多くの遺伝子です。近年、技術革新が進んだことにより、ゲノム全域の多様性について病気

との関わりを調べることができるようになりました。ゲノム全域の多様性の解析（「ゲノムワイド関連

解析」という手法による解析）については、共同研究機関である久留米大学医学部医化学講座

で主に解析され、国内外の研究機関との共同研究として解析します。他の遺伝子解析の多くは

防衛医科大学校で実施され、検体も責任を持って保管されます。研究終了後は、倫理委員会で

定められた期間、厳重に保管した後、密封容器に破棄あるいは焼却処分します。将来、検体を

別の研究に用いる場合には、改めて研究計画書を提出し、倫理委員会の承認を受けます。 

 

６． 研究に用いる試料・情報の種類 

試料：血液、尿、呼気濃縮液 等 

情報：健診結果、アンケート結果 等 

 

７． 外部への試料・情報の提供 

試料・情報の一部は、共同研究のため、個人が特定できないよう氏名等を削除し、記録媒体

あるいは郵送、電子的配信等によりアメリカ合衆国内の研究機関（アラバマ大学、米国軍保健科

学大学）にも提供されます。対応表（復元情報）は、研究責任者が保管・管理します。アメリカ合

衆国における個人情報保護に関する制度については個人情報保護委員会の WEB ページ

（https://www.ppc.go.jp/personalinfo/legal/kaiseihogohou/#gaikoku）をご覧ください。また提供

先の研究機関においては、OECD プライバシーガイドラインを全て遵守してあなたのデータを取

り扱うことを確認しています。 

 

８． 研究組織 

本学における研究責任者：若井 建志（名古屋大学大学院医学系研究科予防医学分野） 

分担研究者等を含む詳細な情報は、防衛医科大学校分子生体制御学講座公式ホームページ 

http://ndmc-ipb.browse.jp/Collaborative-Research.htmlをご参照ください。 

 

９． 研究費・利益相反（企業等との利害関係）について 

研究責任者のグループが公正性を保つことを目的に、情報公開文書において企業等との利

害関係の開示を行っています。使用する研究費は、講座研究費、防衛医学先端研究費、防衛

医学基盤研究費、競争的研究資金（科学研究費助成事業、厚生労働科学研究費）、防衛医学

振興会です。外部との経済的な利益関係等によって、研究で必要とされる公正かつ適正な判断

が損なわれる、または損なわれるのではないかと第三者から懸念が表明されかねない事態を「利

益相反」と言います。本研究は、研究責任者のグループにより公正に行われます。本研究の利

害関係については、現在のところありません。今後生じた場合には、所属機関において利益相

反の管理を受けたうえで研究を継続し、本研究の企業等との利害関係について公正性を保ちま

す。この研究の結果により特許権等が生じた場合は、その帰属先は研究機関及び研究者等に

なります。あなたには帰属しません。 

 

１０． 二次利用 

本研究でこれまでに得られた試料・情報は「痛風・高尿酸血症及び尿酸関連疾患の病態解明

に関する研究」（研究代表者：松尾洋孝）の対照群として二次利用いたします。 

 



 

 
１１． お問い合わせ先 

研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。ご希望があ

れば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書

及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。また、試料・情報が当該研究に用

いられることについて対象者もしくは対象者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には

研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも対象者さんに不利

益が生じることはありません。ご了承いただけない場合、得られた試料・情報は全て破棄します。

ただし、ご了承いただけない旨の意思表示があった時点で既に研究成果が公表されていた場

合など、データから除けない場合もあります。研究への利用を拒否することを決められた場合、

下記の連絡先までお申出ください。 

 

本学における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先 

氏名：若井 建志 

所属：名古屋大学大学院医学系研究科予防医学分野 

住所：名古屋市昭和区鶴舞町 65 

連絡先：電話 052-744-2823 

研究責任者：同上 

研究代表者：松尾 洋孝（防衛医科大学校分子生体制御学講座） 


